
アンケートB結果 
 
Q１　同居するひきこもりの方の年齢について（N=148） 

Q２　同居するひきこもりの方の性別（性自認ではなく生物学的な性別）について（N=148） 

Q３　同居するひきこもりの方の診断について（複数の診断がある場合は複数回答可） 

Q4   同居するひきこもりの方の発達障がいや精神疾患での通院歴について（N=148） 
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Q5  保護者の方が同居するひきこもりの方の状態をどこかの機関に相談したことがあるか 
　　どうかについて（N=148） 

Q6  同居するひきこもりの方への支援を行ったことはありますか。 
　　（複数の支援をした場合は複数回答可） 

　　　その後、福祉サービスや医療機関につながったり、提案にのることはありましたか。 
         （Q6で　「支援を行ったことがある」と回答した方のみ） 

Q７　同居するひきこもりの方は家で主にどのようなことをしていますか。（主な３つまで） 
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Q８  同居するひきこもりの方が過ごす行動範囲について（N=137 除外あり） 

Q９  同居するひきこもりの方の交流相手との会話について（N=148） 
　　　○家族との会話について 

　　　○家族以外との会話について 

Q10．高齢者の支援において、同居するひきこもりの方は、キーパーソンですか。（N=148） 
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Q11　同居するひきこもりの方がキーパーソンの場合、ケアマネジャーが提案することに対して 

Q12  あなたが高齢者に支援を提供する際に、同居するひきこもりの方にかかわって困ることは何 
　　　ですか。（複数回答可） 

　　　 

Q13 　同居するひきこもりの方にお会いになったことがありますか。（N=148） 
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Q14　同居するひきこもりの方が、ひきこもりになった時期と理由（N=148） 

Q15   将来インタビュー調査を予定しています。同居するひきこもりの方の生育歴や経歴につい 
　　　て質問して答えられる人について（N=148） 
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Q16   同居するひきこもりの方と家庭内で最もやりとりのある方（保護者）について（N=148） 

 

Q17　同居するひきこもりの方の家庭内で最もやりとりのある方（保護者）の現在の生活の様子 
         について（複数回答可） 

Q18  その他、お気づきのことがあればお書きください 

※自由記述の内容を、個人が特定されないように編集した後カテゴリーごとに分類した 

ケースについて
ひきこもりの方の状態や困難さについて
・精神疾患のあるひきこもりの本人がゴミ屋敷にする、暴言、暴力あり。
・被害的な発想があり、別居家族に強い攻撃性を出す。全て人のせいと考え、感情のコ
ントロールが難しい。
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・部屋からほとんど出ない。たまに部屋から出てきてはサービス事業所職員や親に対し
暴言を吐く。感情のコントロールができないのかもしれない。
・頼れる親族がおらず、親が栄養失調、認知症になっている状況で放置されていた。親
の入院後、通帳から毎月数十万円引き落とし風俗に使っていた（受診し、発達障害がベ
ースにあると判断された）。
・親への暴力が発覚し介入。現在、医療機関とデイケアと連携。親（すでに死去）から
幼少期虐待あり。
・きょうだいでひきこもりのケース。一方がコミュニケーションという点で深刻な状況
だった。薬も処方されておらず、それでいいのだろうかと思った。
・仕事をリストラされてからひきこもるようになったケース。
・親を亡くしたことでひきこもりになり仕事もやめたケース。民生委員から包括に相談
が入り、生活保護課につなげ、生活について支援した。
・親の話や本人の置いてある物(スプレー、ティッシュ、木彫りの置物、石など)を見る
と、発達障害のような雰囲気があると感じた。
・対人関係が苦手な様子で会話中は常に落ち着かない。
・知的障がいがあるのではないかと感じたケース。感情のコントロールが難しく、話を
しようとすると常にそわそわしている様子だった。
・アルコール依存症。
・妄想幻聴などがある。
・大きな問題にはなっておらず、支援には至っていない。
ひきこもりの方と家族の関係性などについて
・幼少期から、父からの暴言、暴力を受けてきたと聞いている。
・幼少期、同居の親からの暴言や圧力のある言動があり、精神的に追い込まれていたと
聞いている。親との関係はよくない。
・ひきこもりの方は、未婚母が育児放棄し祖父母が養育した。
・ひきこもりの方本人は、就労していないが誰とも会えず、生活保護の申請も行えない
状況だった。親の保護費で自分も生活している状況で、支援の難しさを感じた。
・医療機関にはつながっているが、相談支援事業所につなげることができなかった認知
症、精神疾患の両方が疑われる高齢者と引きこもりの息子の世帯。
・家族間の関係は良好。対人関係に強い不安があるように感じた。
・きょうだいともにひきこもりのケース。（包括）利用者である親も精神疾患を感じら
れるエピソードがあり、最近親に統合失調症の診断がついた。きょうだいケースの一方
には、できている手伝いを続けてもらい、過度な負担をかけないよう対応して、パニッ
クにならずに経過している。
・親が、本人（20代）が受診できないという理由で代わりに病院に行って薬をもらって
いる（何年も）。
・親が大学卒業後自活することを反対してから、就労したことがなく現在に至っている
為、親は自分の責任と思っている。



・親子ともに被害的な発想をする。子は全て人のせいにする。家庭よりも外部に対し攻
撃性が強い。感情のコントロールが難しいのではないかと感じた。
・父の担当であるが、父母とも本人が安定している時期なのでそのままにしたいとい
う。父母が亡くなった後の本人の人生について考えていく必要性があると助言している
が、その点に触れることで本人がばたつくと父母は予想。本人の具体的な支援体制を整
えられない。
・ひきこもりに対し家族の心配がないことが心配。
・親が知的障がいのある子をあまり外には知られないように生活していた。
・ひきこもりの同居者のイライラ感解消のため、高齢者にデイサービスの利用を開始し
た。
・保護者が高齢で今後の不安を抱えている。
・本人（保護者）はひきこもりの家族を外部に出したくない様子。
・すでに他界している親のDVがあった。ひきこもり対象者は親のお金で将来生きてい
くことを決めていて親もその意向。親は子供のことをケアマネにも他者にも隠してい
る。
支援について
・担当している高齢者の支援をしているが、ひきこもりの家族については相談を受けな
ければ積極的に介入しない。
アンケート自体について
・Ｑ１６の質問の意図がわからなかった。
・質問・設問が多すぎる。


